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②学校と地域
の課題

04 高校・特別
支援学校にお
ける地域連携

の強化

生徒の多様化に対応し、社会
に開かれた教育課程を実現す
るために、特色ある教育活動の
創意工夫や、地域とともにある
学校づくり、地域社会・家庭と
連携した教育活動の展開が課
題となっている。

本県では県立高校・特別支援学校において
はCS導入がされていないが、導入に向け研
究校を指定し、モデル校として調査・研究に
取り組み、他校に良い波及効果を与える活
動を展開する。

R6実績なし
地域コーディネーターを活用し
た、産官学・地域と連携をした取
り組みを実施。

地域コーディネー
ターが、産官学・地
域と連携した学校活
動。
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【取組内容】
〇「やんばるに伝わる川遊び」
〇「里山における体験学習　やんばるのチョウを知ろう」
〇「宜名真フーヌイユまつり　地域のボランティア協力」
〇「奥川・チヌフ川の水生生物実態調査　奥小学校児童と野
外調査」
〇「生き物博物館の見学対応」
〇「世界事前遺産地域やんばるのガ類の生息状況に関する
共同調査　サイエンス部による地域の方との連携」
【成果】
〇地域学校協働活動推進員の配置により、学校と地域等が
連携した学校活動が促進され、探究的な学びに繋げることが
できた。
〇今まで教員が担ってきた地域との連絡調整を、地域学校
協働活動推進員が行うことにより、教員の負担軽減に繋がり
つつある。
【課題】
〇令和８年度からスタートする学校運営協議会の効果的な
実施のために、地域資源を熟知した地域学校協働活動推進
員が当協議会に出席し、地域と学校のつなぎ役として中心的
な役割を担うことが重要である。
〇地域学校協働活動推進員の資質向上のため、研修等の
支援体制の充実が必要である。

https://www.pref.okinawa.lg.jp/
kyoiku/shogaigakushu/1009501
/1009502/1029224.html
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